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菌の腎臓趣過によるものと嬢雌f薩く、一部分

は尿中に於て自ら献酬するものと児倣す事が安

當なり。

        32巻 4號

  醗0職Pearce系癌腫の酵藁學薗會

  研寛．（．D

  BroWn Pearce系癌瞳i家跡の腫蕩並に

  肝、腎、筋、．澤i丸及血清の「アミラ画ゼ」

  1（就て

              森  義一

 片側睾丸に移植して得たるBfown］）carce系

癌腫家兎を其臨床酌症歌、並に病理解剖學的見

地よ．り癌腫症初期群、中期群、末期群め三期忙分

ち》各睾丸原獲腫癌及び肝、腎、淋巴腺軸移腫瘍

の「一 Aミラーゼ」量の腫瘍組織の老成鍵遷（新鮮、．

過熟、竣死）に件ふ滑長を検索し併せて肝、腎、

筋、睾丸並に血清の「アミラーゼ」：量を測定し

て之力1消長と全隼態の癌腫症性攣遜輕過との關

係を糊察したbo

  経皮冤疫に關する實瞼的珊窺（其二）

  第四編 白痢菌並に「チフス」菌及「パ

  ラチフス」菌（A型授B型）部会「ワク

  チン．」を以てせる経庚琵疫（豫報）

 1．白痢菌凝集素は健常人血中に認められざ

るも白痢菌rワクチン」塗布を施す事によPそ

れが認められたり0

 2．白痢菌、「チフス」菌、「パラチフス」菌（A

型及B型）混合「ワクチン」を．用Vての純皮冤

痒によ蟻現せし抗膿の滅退後に至り再塗布自P

ち重複狸皮冤疫を施せば再び抗礎、（凝集素）の

獲生上昇を見る」

 ．3・此混合「ワクチン」を州ひて経皮冤疫を

行ひたる後に皮下注射により：重複冤疫を施せば

接種同数を減ずるも制式豫防接種に於けると略

同程度の晃疫効果．を混め得、然も趣皮冤疫の前

行によ．耳て反磨症駅を輕減する事あるべし。

  再敵意．再上空の研究（x）

  第ヨ編 生職感染による観察

  皿不完全「サルヴルサン」漣劔が再瞬

  勲の十型に及ばす影響に就て

               山下 朝橘

 不完杢「サルゾルサン」注射哲了へば勧駿．

種．「ラツテ」の二型に：影響を．及ぼすものなり、

即ち潜伏期に於て注射ヂれば盲然純過「ラツテ」

に比yて等しく潜伏期の顕露を認め得。．叉原譜

接種「ラツテ4の獲病當初に不完全「サルゾル

サン」注射を施す時はその自然治癒迄に要する

口重は自然輕過「ラツテ」の揚合よη比較的短

縮せらうQ再再獲錬士病當；卸に該注射を施す時

は各装作閥の日敷は比較的長く、從って自然治

癒に要する日数は臼．然経遇．「ラツテJの場合よ

りも比較的長期に亘るQ

  濾狸再露熱の實駿的硯究（1）

  再錨熱「スピロへ隔潔」撲種家兎及び海

  瞑嶋於ける「アグロメラヂオン」

              ．小林 樵夫

 来天藻潮昂熱「スピロヘータ」原題菌を以て

「アグロメラチオン」に由る海演再録熱の兎疫學

的研究を企囲し著者の實施手技方法並に制定法

に準嫁して耐過家兎、海狽に就て自働冤疫の獲

現と最高効債とを槻察レたDQ

  腫炎壁隣麓による皮膚反購に輝て（ll）

  冤疫血清の皮膚及底に及ぼす影響

              越智 昇一

 肺炎双球菌一型菌の冤疫家兎1血溝は生菌の正

常家兎皮内注射により護現する皮腐局所輩妖を

減弱し叉は抑制す。又冤疫家兎1血溝の皮麿局所

症駄抑制度は正常家兎に於ける場合よPも弱く

現はる。

叉本妻一型蔚力餅「7クチγ」．に冤鐡卑血

清を混じて正常家兎内に注射し㍗丁合に焚ける

皮膚症朕は「ワクチン」を軍凋注射する揚合に

於けるよりも穂々張度なり。殊に上認・「ワクチ

ン」と血清を混じて免疫家兎皮内 『注射せる場

合に最蕗著しく皮膚反様が惹起さる。

       32巷．5號．

  経悪日冤疫に瀕する實駿的研究く1）

  異種蛋白の膀胱内瓦農注入に於ける漉

  隆素の消長に凝て

              重二親行
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